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	 講演題目

捕食者-餌系における個体群動態と進化動態の融合：理論とミクロコズムによる実証

	 講演者名：吉田 丈人 准教授（東京大学総合文化研究科 広域システム科学系）

	講演の概要

進化にはさまざまな時間スケールで起こる現象があるがもっとも速い進化は個体数変化などの生態的な過程と同じ時間スケールで起こりうる、という認識はここ１０年ほどの間に広く認められるようになってきた。迅速な進化により生物の形質が変化すると、その形質が関係する相互作用が改変され、最終的には個体群動態や群集組成などの生態過程に影響すると予想されている。また、この因果関係は一方向的ではなく、生態過程によって選択圧が変化して、形質に対する自然選択を引き起こすというフィードバックもあるだろう。プランクトン生物を用いたミクロコズムの実験と数理モデルの理論を組み合わせることで、私たちは、捕食者—餌系における個体群動態と進化動態が密接に関連していることを明らかにしてきた。本講演では、私たちのこれまでの研究を振り返り、どのような過程で研究が進展してきたかをできるだけ丁寧に紹介する。時間がゆるせば、これからの研究目標についても紹介したい。
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